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１．はじめに 

 スギ心材の材色は、個体や部位によりピンク～赤～褐～黒色と幅があり、材の価格にも影響を与え

る。一般にピンク～赤色は高価格、黒色は低価格となることが多い。材色は伐採後あるいは製材後に

しかわからないが、長い年月をかけて育てた樹木であるため、材色が優良でなかった場合は、材色以

外の長所を生かして、有効に活用する手段が求められている。

そこで、当事業では、材色が優良な材と劣る材を用いて各種の材質試験を行い、科学的なデータを

元に、材色の劣る材に適した用途を提案することを目的としている。令和２年度は、野外試験により

スギ心材の耐朽性（腐りにくさ）とシロアリ抵抗性について検討を行った。

 

２．材料と方法 

 奈良県吉野郡で生育し、平成 31年の冬～春にかけて奈良県内の原木市場で取引されたスギ丸太を使
用した。スギ心材が均一に黒色のもの「色黒」９本、赤色のもの「色赤」３本を、吉野製材工業協同

組合より提供を受け、厚さ 35～40mm の板に製材後、天然乾燥させた。試験体は、各心材の最外部で
採取した。また、スギ辺材とスプルースも比較のために使用した。

野外試験は、JIS K 1571：2010「木材保存剤－性能基準及びその試験方法」5.3防蟻性能 5.3.2野外
試験に準じて実施した。試験体の大きさは木口面 30×30mm、長さ 350mm とし、一端を約 50mm削っ
て杭状とした。試験体数は各５体とした。試験地はイエシロアリが生息している和歌山県日高郡煙樹

ヶ浜の松林内とし、埋設期間は令和２年２月 14日から 12月 17日の約 10か月間とした。シロアリ抵
抗性は食害度で評価した。試験体ごとに目視により５段階（0、10、30、50および 100）とした。
また、多くの試験体では腐朽も生じたため、JIS K 1571：2010 5.2防腐性能 5.2.3 野外試験に準じ

て、地中部の腐朽度を６段階（0～5）で評価した。 

 

３．結果と考察 

 野外試験の結果を表 1 に示した。また、図１に野外試験後の試験体について、各グループを代表し
て２体ずつ示した。

シロアリ食害はスプルースでは著しかったが、スギ心材「色黒」「色赤」では食害痕の多くが試験

体表面に限定されており、被害は軽微であった。また、腐朽についてもスギ辺材では被害が著し

く変形も生じたが、スギ心材「色黒」「色赤」では腐朽も表面の一部に限られており、耐朽性も

高かった。 

 材色が優良なスギ心材は内装材として、また

材色が優良ではない黒色のスギ材は、優れたシ

ロアリ抵抗性や耐朽性を生かして、たとえば床

下材、外壁、木塀等への利用が想定される。

表 1 野外試験の結果 

 シロアリ 

平均食害度※ 

平均腐朽度※ 

スギ心材「色黒」 10.4（被害小） 0.8（被害小） 

〃 「色赤」  9.3（被害小） 1.1（被害小） 

スギ辺材 12.0 （被害中） 3.4（被害大） 

スプルース 51.0（被害大） － 

※：数値が大きいほど被害が大きいことを示す。   
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１．はじめに 

 不慮の転倒事故などで発生する大腿骨頸部骨折の発生件数は、平成 19 年は約 15 万件と推定され、

その後も人口の高齢化とともに増加し、令和２年には約 25 万件になると予想されている。この骨折

は、特に高齢者が受傷すると、死亡率が増加し、また健康寿命への影響が大きいことから、その対策

が社会的に大きな課題となっている。受傷原因としては、立った高さからの転倒および階段での転落

が８割以上を占めるため、日常生活での対策が有効だといえる。 
 本研究は、この対策の一つとしてフローリングに着目し、転倒時に床面に発生する衝撃を吸収する

性能を付与させた、県産スギ、ヒノキ材を用いた衝撃吸収フローリングを開発することを目的とす

る。令和２年度は、性能評価の手法を検討するとともに、木材およびクッション材の条件を変えて転

倒衝突時の硬さについて予備評価を行った。 
 
２．材料と方法 

 表１に示す条件の奈良県産スギ、ヒノキの板目板を、１条件につき４枚ずつ使用して試験体を作製

した。溝加工ありの試験体については、木裏全面に溝加工（深さ 5.8mm、間隔 15mm、溝幅 1mm）を

施した。板目板４枚を一組として幅方向に並べ、クッション材を使用する場合は、両面テープ（幅

100mm、厚さ 0.1mm）を用いて、クッション材（発泡プラスチック、寸法 440mm×450mm、厚さ 5mm）

と板目板の木裏全面を接合させて、以下の測定に供した。 
 転倒衝突時の硬さは、JIS A 6519:2004「体育館用鋼製床下地構成材」9.6 床の硬さ試験の測定装置

を使用して測定した。すなわち、図１に示すように、コンクリート床面に試験体を直接置き、加速度

計を取り付けた床の硬さ測定装置（重量

3.85kg）を高さ 20cm から自由落下させた。

落下箇所は板の長さ方向の中央付近とし、

落下箇所にはゴム板を試験体上に設置し

た。測定装置が床に衝突したときの最大加

速度（Gs)を求め、転倒衝突時の硬さとし

た。測定装置の落下は１条件につき板を変

えながら４回実施し、平均値を求めた。 
 

３．結果                        

コンクリート床面に直接測定装置を落下させたと

き（条件１）の最大加速度は 156Gs であった。それに

対して、条件２の厚さ 15mm のスギ板を置くと 113Gs
に、また総厚 15mm のうち 5mm をクッション材に置

き換えることにより、最大加速度はさらに低く（＝や

わらかく）なり、衝撃吸収フローリングの構成とし

て、木材とクッション材の併用が有効であることが

確認された。また、溝加工を施すことも、転倒衝撃を

和らげる可能性があることが示唆された。 
本試験方法は、床材に関する転倒衝突時の硬さを

測定するのに有効であることが明らかになったの

で、令和３年度は、この方法を使いて衝撃吸収フロー

リングの開発を進める。                   図１ 試験の様子 

表１ 試験体の条件 

クッション材

樹種 幅(mm) 厚さ(mm)長さ(mm) 溝加工 厚さ(mm)

1 ‐
2 スギ 110 15 450 ‐ ‐
3 スギ 110 10 450 ‐ 5
4 スギ 110 10 450 あり 5
5 ヒノキ 110 10 450 ‐ 5
6 ヒノキ 110 10 450 あり 5
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